
令和8年度　橋梁補修　工事

工事番号

図面番号

路 線
名

河 川

繰補メンテ第964-1号

施 行
箇 所

縮尺

1 1 　 葉 中 　 1

青 森 県

図　示

西北県土整備事務所

補修一般図

種里町柳田線（柳田橋）

西津軽郡深浦町大字柳田 地内

1
11

鰺ヶ沢道路河川事業所

柳田橋　補修一般図

平 面 図
S=1:100

注記

　1)本図面は、既存資料及び現地測定を基に作成した図面である。

側 面 図
S=1:100

柳田橋(やなぎだばし)橋 名

路 線 名

供用年月日

種里町柳田線

1957年(昭和32年)3月：68年経過

架 橋 条 件 築棒沢

橋 梁 諸 元

上部工形式

支 承

躯 体

基 礎

添 架 物

形

式

上

部

構

造

下
部
構
造

単純ＲＣＴ桁橋

A1、A2：鋼板(幅300×奥行400×高15)

重力式橋台

直接基礎

-

なし

設計活荷重 TL-20

斜 角 84°

橋 長

支 間 長

L=7.500m(1径間)

L=6.960m

幅 員 全幅員5.900m(有効幅員5.300m+地覆0.300m×2)

床 版 工 鉄筋コンクリート床版

橋 面 舗 装 アスファルト舗装

防 護 柵 コンクリート製高欄

伸 縮 装 置 A1、A2：エラスタイト

支 持 地 盤

塩 害 対 策 Ｂ－Ｉ

適 用 基 準 鋼道路橋設計示方書(昭和31年)
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収集所水管橋 外径φ320

6.01

普通型側溝 300

T.1

H=7.245m

VUφ125

至　柳田
至　種里町

(Co)

築棒沢
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ＣＬ

ＣＬ

(As) (As)

(As)
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　2)補修工事に当たり、寸法等は再度現地計測を行って確認する事。

舗装：床版防水工・アスファルト舗装工

防護柵：撤去・新設

取付舗装：アスファルト舗装工 取付舗装：アスファルト舗装工

断面修復工・ひび割れ補修工・表面処理工

アスファルト舗装工取付舗装：アスファルト舗装工

LEVEL

ＣＬ道路

ＣＬ橋梁

1.53%

道路 ＣＬ橋梁

取付舗装：アスファルト舗装工

床版防水工

断 面 図
S=1:50

DL=4.000

水管橋
NTT S(3)

G1 G2 G3 G4

1:
0.3 1:

0
.3

対　策　箇　所 対　策　工　法

上部工

橋 台下部工

舗 装

床版防水工 複合床版防水工

地 覆

表面処理工

断面修復工 塩害対策用断面修復材

シラン系含浸材(鉄筋腐食抑制型)

ひび割れ補修工 ひび割れ注入工法
床 版

密粒度As(13)改質II型　 t=4cm2
アスファルト舗装工

断面修復工 塩害対策用断面修復材

柳 田 橋 補 修 対 策 一 覧 表

既設撤去、新設

排 水 装 置 既設撤去、新設 ステンレス排水桝

打換え工 鉄筋コンクリート(既設鉄筋)

防 護 柵 橋梁用ビーム型防護柵新設

主桁・端横桁

密粒度As(13F)改質II型　t=3cm5

遊間止水材 W50×T50

表面処理工 シラン系含浸材(鉄筋腐食抑制型)

ひび割れ補修工 ひび割れ注入工法、ひび割れ充填工法

2.00%

取 付 舗 装
再生密粒度As(13)　 t=4cm2

舗装打換え工
再生密粒度As(13F)　t=3cm5

その他

断面修復工・ひび割れ補修工
表面処理工

断面修復工・ひび割れ補修工
表面処理工

沓座モルタル 沓座モルタル補修工 無収縮モルタル

陥没

84°
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00

橋　長　7500

10 桁　長　7480 10

260 支間長　6960 260

地覆：打換え　　　 排水装置：撤去・新設

床版・主桁・端横桁・下部工

　排水装置：撤去・新設

橋　長　7500

10 桁　長　7480 10

260 支間長　6960 260

▽7.303▽7.315 ▽7.226▽7.226

7480

5000 8000 5000

沓座モルタル：補修沓座モルタル：補修

遊間止水材設置　　 　　遊間止水材設置

5900

300 5300 300

700 1500 1500 1500 700

排水装置：撤去・新設

地覆：打換え

舗装：床版防水工・アスファルト舗装工

床版・主桁 端横桁・下部工

地覆：打換え

防護柵：撤去・新設 防護柵：撤去・新設
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沓座モルタル：補修

遊間止水材設置



工事番号

図面番号

路 線
名

河 川

施 行
箇 所

縮尺

青 森 県

図　示

西北県土整備事務所

床版防水補修図

種里町柳田線（柳田橋）

西津軽郡深浦町大字柳田 地内

2
11

鰺ヶ沢道路河川事業所

柳田橋　床版防水補修図
平 面 図

桜沢4

(Co)

(As)

バス停上屋

花壇

花壇

花壇

7.37

5.32
(Co)

(Co)
7.44

花壇

(As)(Co)

ゴミ

6.66

石

(Co)

(As)

(Co)

収集所

水管橋

6.01

T.1

H=7.245m

至　柳田
至　種里町

(Co)

築棒沢

ＣＬ

外側線

外側線

外側線

外側線

(G)

柳田保育園

(G)

落蓋側溝300A

普通型側溝 300

A2A1

S=1:50

ＣＬ道路

ＣＬ橋梁

断 面 図
S=1:50

DL=4.000

水管橋

ＣＬ

(As)

NTT S(3)

G1 G2 G3 G4

(Co)

2.00% 1.53%

道路 ＣＬ橋梁

(複合床版防水)

床版防水層概要図

下地処理

（既設床版）

　2)床版防水層の施工は降雨、強風時を避け、設置時の気温等、施工環境に配慮する事。

　　また、床版の表面が十分に乾燥した状態で、下地処理を行う事。

注記

　1)路面切削時は、既設床版を損傷しないよう留意する事。また切削後、床版にひび割れ

　　等の脆弱部が確認された場合は、適切に補修する事。

　3)既設舗装版切削後の回転ビット跡の凹凸は、下地処理(不陸整正)を行い平滑を確保す

　　る事。

　4)使用する浸透系防水材によっては、第1層後の珪砂の散布を不要とする場合があるので

　　留意する事。

数量表（床版防水・舗装）

種　別 合　計 備　考規　格 単位

路面切削工 全面切削　6cmを超え12cm以下 橋面(t=19cm：平均値)　42.4m2×2回施工84.8 m2

遊間止水材 W50×T50 10.6 m

m2舗装打換え工 橋面密粒度As(13F)改質II型 t=3cm5

導水パイプ 排水促進用導水テープ 17.4 m

起点取付24.6m2＋終点取付24.1m248.7 m2

(7.48m＋排水桝落とし込み長0.30m×2(両側)×2)×2

m2 橋面密粒度As(13)改質II型　t=4cm2

m2 起点取付24.6m2＋終点取付24.1m2

42.4

42.4

48.7

区画線工 外側線　実線　W=15cm　白 36.0 m

As舗装　15cm以下

車道取付部含む　(5.00m＋8.00m＋5.00m)×2(両側)

2

5

m2 起点取付24.6m2＋終点取付24.1m248.7

床版防水層端部詳細図
S=1:10

2

5

再生密粒度As(13F)　　 t=3cm5

再生密粒度As(13)　　　t=4cm2

舗装版破砕工

1.
5
3%

2
.0
0%

i=LEVEL1.780% 1.540%

側 面 図
S=1:50

A1 A2

DL=4.000

ＣＬ

(As) (As)

(Co)

橋面舗装：アスファルト舗装工取付舗装：アスファルト舗装工 取付舗装：アスファルト舗装工

i=LEVEL
9.5 mAs舗装　15cm以下舗装版切断工 起点取付4.7m＋終点取付4.8m

床版防水工 複合床版防水工 橋面(5.30m×7.48m)39.6 m2

橋面舗装：アスファルト舗装工 取付舗装：アスファルト舗装工

導 水 テ ー プ 接 続 図
S=1:10

2

（レベリング層：t=0～46mm）

床版防水工：複合床版防水

取付舗装：アスファルト舗装工

床版防水工：複合床版防水

1.780% 1.540%

遊 間 止 水 材 詳 細 図
S=1:10

開　　始

設置面の下地処理・清掃

設置側面に接着用シリコーン塗布

止水材を圧縮しながら設置

終　　了

L=5.3mL=5.3m

L=5.3mL=5.3m

5.30m×2

m2 橋面(レベリング層)密粒度As(13)改質II型　t=23mm2 42.4

注記

　1)本図面は、既存資料及び現地測定を基に作成した図面である。

　2)補修工事に当たり、寸法等は再度現地計測を行って確認する事。

注記

　1)導水パイプは、新設排水桝を穿孔して接続させること。

　2)導水パイプは、適切な排水能力を確保するため、新設排水桝から30cm程度落とし込む事。

地覆

水の流れ 水の流れ

(下部工胸壁)(床版)

(アスファルト舗装)

令和8年度　橋梁補修　工事

繰補メンテ第964-1号

1 1 　 葉 中 　 2

10 桁　長　7480 10

橋　長　7500
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アスファルト舗装

乾燥4号硅砂

床版防水第2層：塗膜系防水材

床版防水第1層：浸透系防水材

コンクリート面

　 　　　　　　密粒度As(13F)改質II型 t=30mm

　 　　　　　　密粒度As(13)改質II型　t=23mm

　 　　　　　　密粒度As(13)改質II型　t=40mm

外側線　W=15cm　　　　

排水促進用導水テープ

成型目地材 t=5mm

　 密粒度As(13F)改質II型 t=3cm

　 密粒度As(13)改質II型　t=4cm

端部防水層立上げ t=70mm

複合床版防水工

▽7.226
▽7.315

▽7.226 ▽7.303

ステンレス排水桝

 　　　　　　複合床版防水工

80005000 5000

250 10 7480 10 250

5000 8000 5000

250 10 7480 10 250

遊間止水材(W50×T50)遊間止水材(W50×T50)

遊間止水材(W50×T50)遊間止水材(W50×T50)

導水パイプ接続(現場孔明)

排水促進用導水テープ

ステンレス排水桝

(エラスタイト)

70

10

遊間止水材(W50×T50)



工事番号

図面番号

路 線
名

河 川

施 行
箇 所

縮尺

青 森 県

図　示

西北県土整備事務所

地覆補修図(1/2)

種里町柳田線（柳田橋）

西津軽郡深浦町大字柳田 地内

3
11

鰺ヶ沢道路河川事業所

柳田橋　地覆補修図(1/2)
平 面 図

桜沢4

(Co)

(As)

バス停上屋

花壇
花壇

7.37

5.32
(Co)

(Co)
7.44

花壇

(As)(Co)

ゴミ

6.66

石

(Co)

(As)

(Co)

収集所

水管橋

6.01

T.1

H=7.245m

至　柳田
至　種里町

(Co)

築棒沢

ＣＬ

外側線

外側線

外側線

外側線

柳田保育園

(G)

落蓋側溝300A

普通型側溝 300

A2A1

S=1:50

ＣＬ道路

ＣＬ橋梁

断 面 図
S=1:50

DL=4.000

水管橋

ＣＬ

(As)

NTT S(3)

G1 G2 G3 G4

(Co)

2.00% 1.53%

道路 ＣＬ橋梁

地 覆 打 換 え 詳 細 図
S=1:10

防護柵及び地覆取壊し詳細図

側 面 図 ( 外 側 )

ＣＬ

Ａ

Ａ － Ａ
Ａ

ＣＬ

側 面 図 ( 内 側 )

Ａ

Ａ

▽床版上面

Ｃ － Ｃ

Ｂ － Ｂ

▽床版上面

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

▽床版上面

梁部柱部 支柱部 柱部梁部 支柱部 梁部 支柱部 梁部

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

梁部柱部 支柱部 柱部梁部 支柱部 梁部 支柱部 梁部

柱 部 梁 部

支 柱 部

表面処理工(地覆)

番号 面　　積

－ 0.10＋0.30＋0.37＋0.15 ＝ 0.92m2　m当たり塗布面積

－ 0.92×(7.48×2) ＝ 13.76m2　地覆塗布面積

合計　ΣA＝ 13.76m2

S=1:50

　1)防護柵部鉄筋は撤去するが、地覆部鉄筋は再利用するため、損傷しないよう

注記

　2)コンクリート撤去による鉄筋露出箇所は、鉄筋防錆処理を行う事。

　3)打換えコンクリートには膨張材を用いる事。

　　コンクリートを撤去する事。

注記

　1)本図面は、既存資料及び現地測定を基に作成した図面である。

　2)補修工事に当たり、寸法等は再度現地計測を行って確認する事。

表面処理工

コンクリート表面含浸材塗布

注記

　1)コンクリート表面含浸材は「シラン系含浸材(鉄筋腐食抑制型)」とする。

　　(標準塗布量0.60L/m2：1回塗り)

　2)含浸材塗布範囲は、打替え部全面に塗布する。

防護柵及び地覆取壊し　L=7.48m

防護柵及び地覆取壊し　L=7.48m

令和8年度　橋梁補修　工事

繰補メンテ第964-1号

1 1 　 葉 中 　 3

10 桁　長　7480 10

橋　長　7500
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地覆打換え工　L=7.48m

地覆打換え工　L=7.48m
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地覆打換え工 地覆打換え工
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200400100

取壊しライン

8
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1
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8
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A=0.13m2A=0.51m2

A=0.23m2
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地覆増設1　 　地覆増設2
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1
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面取り　20×20

面取り　20×20

面取り　20×20

150

50 100

表面処理工

打換えコンクリート(24-12-25)

表面処理工　　　　　　　　

150

既設鉄筋(想定)



工事番号

図面番号

路 線
名

河 川

施 行
箇 所

縮尺

青 森 県

図　示

西北県土整備事務所

地覆補修図(2/2)

種里町柳田線（柳田橋）

西津軽郡深浦町大字柳田 地内

4
11

鰺ヶ沢道路河川事業所

平 面 図

桜沢4

(Co)

(As)

バス停上屋

花壇
花壇

7.37

5.32
(Co)

(Co)
7.44

花壇

(As)(Co)

ゴミ

6.66

石

(Co)

(As)

(Co)

収集所

水管橋

6.01

T.1

H=7.245m

至　柳田
至　種里町

(Co)

築棒沢

ＣＬ

外側線

外側線

外側線

外側線

柳田保育園

(G)

落蓋側溝300A

普通型側溝 300

A2A1

S=1:50

ＣＬ道路

ＣＬ橋梁

注記

　1)本図面は、既存資料及び現地測定を基に作成した図面である。

　2)補修工事に当たり、寸法等は再度現地計測を行って確認する事。

防護柵及び地覆取壊し　L=7.48m

防護柵及び地覆取壊し　L=7.48m

柳田橋　地覆補修図(2/2)

　1)地覆増設は、下部工端部に地覆が無く橋面から漏水している箇所に

注記

　2)橋梁地覆側型枠は遊間が10mm程度である事から埋設型枠を使用し、

　　地覆上面及び側面に遊間止水材で止水処理を行う事。

　　計画している。

鉄筋重量表

2 2-D13×760

鉄 筋 加 工 図

1 4-D13×300

種　別 径
長　さ

本　数
単位重量 1本当たり重量 重　量

摘　要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

1 D13 300 4 0.995 0.299 1.196

2 D13 760 2 0.995 0.756 1.512

D13 合計(kg) 9.196 　SD345

3 4-D13×930 4 4-D13×700

3 D13 930 4 0.995 0.925 3.700

4 D13 700 4 0.995 0.697 2.788

水管橋

(Co)

DL=5.000

水管橋

(Co)
(Co)

(Co)

地 覆 増 設 詳 細 図
S=1:25

正 面 図A2下流側側面図 A1下流側側面図

ＣＬ橋梁

1

2

3

4
コンクリート削孔φ16×H100

(Co)

(Co)

S=1:50

コンクリート削孔φ16×H100

遊間止水材 遊間止水材

(地覆増設) (地覆)

遊 間 止 水 材 詳 細 図
S=1:10

開　　始

設置面の下地処理・清掃

設置側面に接着用シリコーン塗布

止水材を圧縮しながら設置

終　　了

令和8年度　橋梁補修　工事

繰補メンテ第964-1号

1 1 　 葉 中 　 4

10 桁　長　7480 10

橋　長　7500
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地覆打換え工　L=7.48m

地覆打換え工　L=7.48m

250 300

地覆増設1　 　地覆増設2
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　 D13　　

　 D13　　　　
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　　　　 D13

300 10 桁　長　7480
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地覆増設2
70 140 90

250 50

90 140 70

50 250

300 2650 2650 300

A2下流側正面 A1下流側正面
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70

1
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01
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0

70 110 70

桁　長　7480 10 250
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0=
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70
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5

7
05

1
70

地覆増設2 地覆増設1 地覆増設1

コンクリートアンカー(樹脂系カプセル型)

コンクリートアンカー(樹脂系カプセル型)

470470

埋設型枠

10

遊間止水材(W50×T50)



359341

30
0

1
50

15
0

15
0

1
50

30
0

主要横梁

アンカー中心

主要横梁

アンカー中心

端 部 図
S=1:30

55

（
5
mm
程
度
）

隙
間

45

注：アンカ－キャップは前側に取付。後側は取付不要。

（前側アンカー鋼製保護キャップ）

アンカ－キャップ S=1:2

キャップ取付け用ゴム

アンカ－キャップ（前側のみ）

φ55×45

M22ナット

スプリングワッシャー

ワッシャー

6
0

6
0

30

1
10

9

30

1
65

250

14
0

180

120

埋
込
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3
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150

40
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11070

(アンカー中心)

25 220 55
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1
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1
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φ
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φ
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2000(標準部) 1390

11@150=1650 175 170 7@150=1050
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φ
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φ
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4
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30 30120

180

3
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80
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20

1
25 5
0

125 95

220

4070 110

レベルポスト定着部

端　部

標準部

ベース図

M22X165(前)

アンカープレート

M20X170(後)

高ナット(前)

M22X80

M22X40(前)

アンカ－キャップ

φ55×45
（前側のみ）

M22ナット(前)

(3種)

レール受け金具

4-M12X40

2-M12X40

2-M12X40

(2本使用)

FB6X25X127

キャップ

キャップ

キャップ

キャップ

FB6X25X127

φ65X4tX150

アンカーキャップ

φ55×45

（前側のみ）

φ101.6X4.5tX300

FB6X25X447

φ76.3X4.2tX300

26X30長孔

（後側）

アンカー中心

28X32長孔

（前側）

橋梁用ビーム型防護柵詳細図
S=1:10

橋長　7500

10桁長　748010

3
00

53
00

3
00

59
00

防護柵長　7480

34110001390200013901000359

防護柵長　7480

35910001390200013901000341

84°

84°

＜注記＞

・防護柵長およびポストピッチはアンカー中心位置での実長を示す。

橋梁 ＬＣ

LEVEL

(標準部ポストピッチ2m/10m当り)材料表 SK-3CF-100KMS

M22X40(B)

M22X165（全ネジB. 1種N．3種N.高N.W.SW）

75Ｘ250Ｘ9t

M20X170(六角全ネジB,N,W,SW)

六角ボルト

アンカーボルト

アンカーボルト

アンカープレート 6.3枚5.0  1.26SS400

5.9本10.0  0.59強度区分:4.6以上

9.4本10.0  0.94強度区分:8.8以上

2.0本10.0  0.20強度区分:8.8以上

表面処理：溶融亜鉛めっき後、高耐久塗装117S（標準塗装膜厚155μm）

注：立貫材は丸コバ平鋼(角Rタイプ)使用

・塗装色は「景観に配慮した防護柵の整備ガイドライン」に準拠とする。

・止メボルトは高耐食性ボルト仕様、アンカーボルトはHDZT49仕上げ。（但しアンカープレートは黒皮品、レール受け金具は未塗装）

注：ポスト外周端面はＲ面取り加工を施す。

注：橋梁用ビーム型防護柵は(一社)全国高欄協会で認定された静荷重試験機により性能確認された製品とする。

レール受け金具 コ 0.65.0  0.12ステンレス60X80X2t

50.7ｍ9.9755.08STK400φ76.3X2.8tレ　ー　ル

433.8合　計 kg

9.975

9.975

40.0  

4.6本5.0  0.91STK400φ65X4tX150継　　手

STK400 11.2本5.0  2.24φ76.3X4.2tX300継　　手

59.5ｍ5.96STK400φ89.1X2.8tレ　ー　ル

名 　　称 寸　　　　法 材　　質 単位重量 数　　量 重　　量

ポ　ス　ト SS400 18.67 93.4

レ　ー　ル STK400 12.20 121.7

本

継　　手 3.23 5.0  本 16.2

995X220X180

φ114.3X4.5t

φ101.6X4.5tX300

5.0  

止メボルト 強度区分:6.8以上 0.06 本 2.4

STK400

ｍ

M12X40(B,W,SW)

φ34X2.3t STK400 1.80 9.200 ｍ 16.6補助レール

立　　貫

支 持 板

FB6X25X447

FB6X25X127

SS400

SS400

0.53

0.15

60.0  

10.0  

本

本

31.8

1.5

L= m14.960

格子端部処理

ポスト総数量

防護柵長

箇所4

本12

コ24アンカ－キャップ

柳田橋　防護柵補修図

平 面 図
S=1:50

断 面 図
S=1:50

水管橋

ＣＬ

(As)

NTT S(3)

G1 G2 G3 G4

(Co)

2.00% 1.53%

道路 ＣＬ橋梁

鋼製　H=1000鋼製　H=1000

A1 A2

6

2
5

ポスト板厚

立貫断面 S=1:1

ポスト外周端面 S=1:1

丸コバ平鋼

Ｒ面取り加工

Ｒ2以上

工事番号

図面番号

路 線
名

河 川

施 行
箇 所

縮尺

青 森 県

図　示

西北県土整備事務所

防護柵補修図

種里町柳田線（柳田橋）

西津軽郡深浦町大字柳田 地内

5
11

鰺ヶ沢道路河川事業所

令和8年度　橋梁補修　工事

繰補メンテ第964-1号
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橋梁用ビーム型防護柵橋梁用ビーム型防護柵



工事番号

図面番号

路 線
名

河 川

施 行
箇 所

縮尺

青 森 県

図　示

西北県土整備事務所

排水装置補修図

種里町柳田線（柳田橋）

西津軽郡深浦町大字柳田 地内

6
11

鰺ヶ沢道路河川事業所

柳田橋　排水装置補修図
平 面 図

桜沢4

(Co)

(As)

バス停上屋

花壇

花壇

花壇

7.37

5.32
(Co)

(Co)
7.44

花壇

(As)(Co)

ゴミ

6.66

石

(Co)

(As)

(Co)

収集所

水管橋

6.01

T.1

H=7.245m

至　柳田
至　種里町

(Co)

築棒沢

ＣＬ

外側線

外側線

外側線

外側線

柳田保育園

(G)

落蓋側溝300A

普通型側溝 300

A2A1

S=1:50

ＣＬ道路

ＣＬ橋梁

1.
5
3%

2
.0
0%

i=LEVEL

ステンレス排水桝　n=4基
SGP80A　H=0.3m　n=4箇所

断 面 図
S=1:50

DL=4.000

水管橋

ＣＬ

(As)

NTT S(3)

G1 G2 G3 G4

(Co)

道路 ＣＬ橋梁

SGP-80A　H=0.3m
床版取壊し・復旧
V=0.15×0.15×0.20=0.005m3/箇所

既 設 排 水 管 撤 去

(G)ステンレス排水桝詳細図
S=1:10

注記

　1)本図面は、既存資料及び現地測定を基に作成した図面である。

　2)補修工事に当たり、寸法等は再度現地計測を行って確認する事。

注）1.特記なき材質はすべてSUS304とする。

    2.排水装置はTSステンレス排水装置に準ずる。

　　3.t=2.0未満のステンレス鋼材溶接部内外面に対し耐食性向上の措置を講じる。

　　4.現地調査にて寸法確定後製作する。　

密着防錆材

・舗装厚（もしくは任意）の高さになるよう仮固定バンドを

 上下高さ調整し本体に取り付け

 (パイプ上端より床版高35mm以上必要）

　　　　　　↓

・必要に応じ水抜き穴をホールソー等にて孔明

　　　　　　↓

・床版（もしくは調整コン等）上に仮置きし、グラウト材を

 隙間に打設

　　　　　　↓

・硬化後、仮固定バンドは外す

→ 舗装工事へ

使用方法一例

※現場状況、工法に合わせ使用可否、手順を決定する

→打設後取り外し

※締め付け時サイズ

断 面 図

2-PL 100x6x306

1-PL 100x6x104

1-PL 100x6x200

4-BN M12x45

2-アンカーボルト M12x100

2-EPDM 100x3x160

φ
10
8

削孔径

パ イ プ 詳 細 図 仮 固 定 バ ン ド 取 付 金 具 詳 細 図 設 置 例

現場にて任意位置に

舗
装
厚

床
版
厚

令和8年度　橋梁補修　工事

繰補メンテ第964-1号
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排水装置新設　　　　　
既設排水管撤去　　　　　
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ステンレス排水桝
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45°

2
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パイプ部 t=1.0mm

4-ストッパー

(NETIS No.CB-200005-Aに準ずる)塗布

1
65
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3

ドライバーにて固定

35

210

52 52

6
6

内側EPDM貼付(t=3.0)

104 6 100

50 50
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2-14x30長孔180

180

104 6

1
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2-14x30長孔(PL側)

4-φ14孔(バンド側)

1
0
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1
90

仮固定バンド　高さ調整水抜き孔　　　　　

グラウト材打設

47
0

1
90

7
0



表面処理工 断面修復工(左官工法)

コンクリート表面含浸材塗布

注記

　1)劣化部コンクリートのはつりは、健全部に損傷を与えないよう、カッタ

　　ー目地を入れて施工する事。

　2)はつり後の処理方法は塩化物含有量試験及びはつり調査結果より以下の

　　とおりとする。

注記

　1)含浸材塗布前に簡易清掃を行う事。

　2)コンクリート表面含浸材は「シラン系含浸材(鉄筋腐食抑制型)」とする。

　3)下地処理後に幅0.2mm以上のひび割れなどの劣化部が確認できた場合は

　　別途、補修工法を行う事。

ひび割れ注入工(低圧低速注入工法)

ゴム注入式

注記

　1)本工法の対象となるひび割れ幅は、0.2mm以上1.0mm未満のものとする。

　2)注入材は「可とう性注入用エポキシ樹脂」で、国土交通省土木補修用

　　エポキシ樹脂注入材の適合材を使用する事。

　3)注入パイプの間隔は、25cm程度とする。

　　(標準塗布量0.6L/m2：1回塗り)

ひび割れ充填工

注記

　1)本工法の対象となるひび割れ幅は、1.0mm以上のものとする。

　2)Ｕカット処理後にプライマーを塗布し、充填材を充填する事。充填材

　　は可とう性エポキシ樹脂とする。

　3)Ｕカット処理時に鉄筋が露出し発錆が確認できた場合は、防錆処理を

　　施す事。

柳田橋　コンクリート補修図(1/3)
S=No scale

開　　始

事 前 調 査

仮　設　工

表面含浸工

前処理

含　浸　工

仮設工撤去および後片付け

1

2

3

1

2

3

4

終　　了

劣化部分除去

断面修復工

下地処理

施工前養生

素地調整

表面含浸材の施工

養生

（施工箇所コンクリート下地状況に

　より省略可能）

開　　始

損傷部のコンクリートのはつり

鉄筋ケレン・洗浄

防錆処理(高性能防錆ペースト塗布)

・鉄筋の露出

塩害対策用断面修復材充填

養　　生

終　　了

開　　始

ひび割れ部の清掃

注入用パイプセット

ひび割れ面シール

注　　入

ひび割れ調査

パイプ撤去

シール材撤去

終　　了

シール材の養生

注入量の確認・養生

パイプ間隔確認

開　　始

ひび割れ面のＵカット

清　　掃

プライマー塗布

充填材を充填

ひび割れ調査

養　　生

終　　了

工事番号

図面番号

路 線
名

河 川

施 行
箇 所

縮尺

青 森 県

S=No scale

西北県土整備事務所

コンクリート

種里町柳田線（柳田橋）

西津軽郡深浦町大字柳田 地内

7
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鰺ヶ沢道路河川事業所

補修図(1/3)

補修対策詳細図・数量表

表面処理工(地覆)

番号 面　　積

－ 0.10＋0.30＋0.37＋0.15 ＝ 0.92m2 　m当たり塗布面積

－ 0.92×(7.48×2) ＝ 13.76m2 　地覆塗布面積

合計　ΣA＝ 13.76m2

表面処理工(床版・主桁・横桁)

番号 面　　積

1 9.25×7.48 ＝ 69.19m2

2 CAD計測断面積 0.406m2×6箇所 ＝ 2.44m2

合計　ΣA＝ 71.63m2

ひび割れ注入工(床版・主桁・横桁)

番号 割れ幅 延長 備考

(1) 0.20mm L=5.55m

(2) 0.20mm L=0.25m

(3) 0.20mm L=0.75m

(4) 0.20mm L=0.46m

(5) 0.30mm L=0.15m

(6) 0.80mm L=0.72m

(7) 0.20mm L=10.50m

合計 ΣL= 18.38m

表面処理工(下部工)

番号 面　　積

1 CAD計測による ＝ 0.37m2

2 CAD計測による ＝ 1.97m2

3 CAD計測による ＝ 0.52m2

4 CAD計測による ＝ 7.58m2

5 CAD計測による ＝ 0.20m2

6 CAD計測による ＝ 1.85m2

7 CAD計測による ＝ 0.52m2

8 CAD計測による ＝ 0.77m2

9 CAD計測による ＝ 7.69m2

10 CAD計測による ＝ 0.76m2

合計　ΣA＝ 22.23m2

ひび割れ注入工(下部工)

番号 割れ幅 延長 備考

(1) 0.70mm L=1.40m

(2) 0.80mm L=5.91m

(3) 0.70mm L=0.65m

(4) 0.50mm L=0.40m

(5) 0.60mm L=0.43m

(6) 0.60mm L=0.79m

(7) 0.50mm L=1.17m

合計 ΣL= 10.75m

ひび割れ充填工(下部工)

番号 割れ幅 延長 備考

[1] 1.00mm L=0.34m

[2] 1.30mm L=5.48m

[3] 1.40mm L=0.76m

合計 ΣL= 6.58m

断面修復工(下部工)

番号 体　　積 鉄筋処理

1 0.10 × 0.22 × 0.03 ＝ 0.0007m3 無し

2 0.13 × 0.16 × 0.03 ＝ 0.0006m3 無し

3

CAD計測面積 0.083 × 0.05 ＝ 0.0042m3 無し 上面

CAD計測面積 0.108 × 0.05 ＝ 0.0054m3 無し 正面

CAD計測面積 0.092 × 0.05 ＝ 0.0046m3 無し 側面

4

CAD計測面積 0.095 × 0.05 ＝ 0.0048m3 無し 上面

CAD計測面積 0.120 × 0.05 ＝ 0.0060m3 無し 側面

CAD計測面積 0.107 × 0.05 ＝ 0.0054m3 無し 正面

5 0.09 × 1.01 × 0.05 ＝ 0.0045m3 無し

6 0.36 × 0.43 × 0.03 ＝ 0.0046m3 無し

7

0.47 × 0.17 × 0.05 ＝ 0.0040m3 無し 上面

0.21 × 0.05 × 0.05 ＝ 0.0005m3 無し 正面

CAD計測面積 0.069 × 0.05 ＝ 0.0035m3 無し 側面

8 0.12 × 0.12 × 0.05 ＝ 0.0007m3 無し

合計(鉄筋処理無し)　ΣV＝ 0.0495m3

断面修復工(床版・主桁・横桁)

番号 体　　積 鉄筋処理

1 0.07 × 0.15 × 0.03 ＝ 0.0003m3 無し

2 0.21 × 0.20 × 0.05 ＝ 0.0021m3 有り

3 0.28 × 2.51 × 0.10 ＝ 0.0703m3 有り

4 0.09 × 0.07 × 0.05 ＝ 0.0003m3 有り

5 0.11 × 0.07 × 0.05 ＝ 0.0004m3 有り

6 0.03 × 0.04 × 0.05 ＝ 0.0001m3 有り

7 0.08 × 0.05 × 0.05 ＝ 0.0002m3 有り

8
0.17 × 0.67 × 0.10 ＋

有り
0.08 × 0.53 × 0.10 ＝ 0.0156m3

9 0.18 × 0.10 × 0.05 ＝ 0.0009m3 有り

10 0.14 × 0.10 × 0.05 ＝ 0.0007m3 有り

11 0.10 × 0.08 × 0.05 ＝ 0.0004m3 有り

12 0.10 × 0.11 × 0.03 ＝ 0.0003m3 無し

13 0.11 × 0.06 × 0.03 ＝ 0.0002m3 無し

合計(鉄筋処理無し)　ΣV＝ 0.0008m3

合計(鉄筋処理有り)　ΣV＝ 0.0910m3

　○はつり後に鉄筋が露出している場合（鉄筋処理有り）

　　はつり調査結果より鉄筋発錆範囲が広範囲である事から、鉄筋裏側まで

　　はつり、洗浄等の処理後に塩分吸着剤配合の「高性能防錆ペースト」を

　　鉄筋及びはつりコンクリート部に塗布する防錆処理を行い断面修復を行

　　う事。【塗布厚1.0mm(1.4kg/m2)：塩化物イオン量2～4kg未満】

　○はつり後に鉄筋が露出していない場合（鉄筋処理無し）

　　はつりコンクリート部に塩分吸着剤配合の「高性能防錆ペースト」を塗

　　布する事。【塗布厚1.0mm(1.4kg/m2)：塩化物イオン量2kg未満】

　3)断面修復材は塩分吸着剤配合のポリマーセメント系修復材である「塩害

　　対策用断面修復材」とする。

令和8年度　橋梁補修　工事

繰補メンテ第964-1号

1 1 　 葉 中 　 7

表面処理工　　　　　　　　

下地処理

エポキシ樹脂注入材

シール材

インジェクター

取付けパイプ

ひび割れ

は
つ
り
厚

断面修復範囲カッター目地10mm カッター目地10mm

鉄筋

防錆処理(高性能防錆ペースト塗布)
断面修復材

10～15mm

10
m
m

ひび割れ Ｕ字形カット

可とう性エポキシ樹脂充填

プライマー塗布(エポキシ系)

鉄筋ケレン・洗浄



工事番号

図面番号

路 線
名

河 川

施 行
箇 所

縮尺

青 森 県

S=1:25

西北県土整備事務所

種里町柳田線（柳田橋）

西津軽郡深浦町大字柳田 地内

8
11

鰺ヶ沢道路河川事業所

ＣＬ

A2A1

N
T
T 
S(
3
)

Ｃ Ｌ

(
A
s)

ＣＬ

N
TT
 
S(
3)

(
A
s)

展 開 図 ( 床 版 ・ 主 桁 ) 正 面 図 ( 横 桁 )正 面 図 ( 横 桁 )

G
1

G
2

G
3

G
4

G
1

G
2

G
3

G
4

0.20

0.80

0.30

0.20

補修工凡例

表　示 補 修 工 法

断 面 修 復 工

表 面 処 理 工

ひび割れ注入工

ひび割れ注入工(1)　張出床版

ひび割れ注入工(7)　張出床版

1

2

3

4 6

5 7

8

9 11

10

12 13

床版・主桁・端横桁補修図

柳田橋　コンクリート補修図(2/3)
S=1:25

2

2

2

2

2

2

1

注記

　1)本図面は、既存資料及び現地測定を基に作成した図面である。

　2)補修工事に当たり、寸法等は再度現地計測を行って確認する事。

ひび割れ充填工

コンクリート

補修図(2/3)

令和8年度　橋梁補修　工事

繰補メンテ第964-1号

1 1 　 葉 中 　 8
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00

7480

200 7080 200

ひび割れ注入工(2)

7480

ひび割れ注入工(3)

ひび割れ注入工(6)

ひび割れ注入工(4) ひび割れ注入工(5)

7480

断面修復工　　

断面修復工　　

断面修復工　　

断面修復工　　 断面修復工　　

断面修復工　　 断面修復工　　

断面修復工　　

断面修復工　　 断面修復工　　

断面修復工　　

断面修復工　　 断面修復工　　

表面処理工　　

表面処理工　　

表面処理工　　

表面処理工　　

表面処理工　　

表面処理工　　

表面処理工　　

9
25
0



工事番号

図面番号

路 線
名

河 川

施 行
箇 所

縮尺

青 森 県

S=1:25

西北県土整備事務所

種里町柳田線（柳田橋）

西津軽郡深浦町大字柳田 地内

9
11

鰺ヶ沢道路河川事業所

コンクリート

補修図(3/3)

下部工補修図

柳田橋　コンクリート補修図(3/3)
S=1:50

平 面 図 正 面 図上 流 側 下 流 側

A 1 下 部 工

DL=4.000

正 面 図下 流 側 上 流 側

A 2 下 部 工

DL=4.000

平 面 図

水管橋

NTT S(3)

ＣＬ

(As)

(Co)
(Co)

(Co)

1
:0.3

1
:0

.3

ＣＬ

水管橋
NTT S(3)

(As)

(Co)

1:0
.3

1:
0.

3

花壇

水
管
橋

水
管
橋

G1G2G3G4

G1 G2 G3 G4

ＣＬ

ＣＬ

(Co)
(Co)

注記

　1)本図面は、既存資料及び現地測定を基に作成した図面である。

　2)補修工事に当たり、寸法等は再度現地計測を行って確認する事。

補修工凡例

表　示 補 修 工 法

断 面 修 復 工

表 面 処 理 工

ひび割れ注入工

ひび割れ充填工

1.00

1.40

0.60
打継目の開き 1.30

0.70

0.50

0.70
打継目の開き 0.80

0.50

0.70

0.60

0.40

0.35 0.60
0.50

1

2

3

3

3

4 4 47

6

7

8

7

5

3

1 2

4

5

6 7

8

9

10

　3)下部工下端まで表面処理工を計上しているが、施工時水位の影響

　　で縮小する場合は監督員と協議する事。

NTT S(3)

NTT S(3)

令和8年度　橋梁補修　工事

繰補メンテ第964-1号

1 1 　 葉 中 　 9

5900
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14
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断面修復工　　

断面修復工　　

断面修復工　　

断面修復工　　

断面修復工　　

断面修復工　　 断面修復工　　 断面修復工　　断面修復工　　

断面修復工　　

断面修復工　　

断面修復工　　

断面修復工　　

ひび割れ注入工(3)

ひび割れ充填工[1]

ひび割れ注入工(1)

ひび割れ注入工(2)

ひび割れ注入工(4)

断面修復工　　 ひび割れ充填工[2]

ひび割れ注入工(5)

ひび割れ充填工[3]

ひび割れ注入工(6) ひび割れ注入工(7)

表面処理工　　

表面処理工　　 表面処理工　　

表面処理工　　

表面処理工　　

表面処理工　　 表面処理工　　

表面処理工　　

表面処理工　　

表面処理工　　



工事番号

図面番号

路 線
名

河 川

施 行
箇 所

縮尺

青 森 県

S=1:50

西北県土整備事務所

種里町柳田線（柳田橋）

西津軽郡深浦町大字柳田 地内

10
11

鰺ヶ沢道路河川事業所

沓座モルタル補修図

柳田橋　沓座モルタル補修図
S=1:50

平 面 図 正 面 図上 流 側 下 流 側

A 1 下 部 工

DL=4.000

正 面 図下 流 側 上 流 側

A 2 下 部 工

DL=4.000

平 面 図

水管橋

NTT S(3)

ＣＬ

(As)

(Co)
(Co)

(Co)

1
:0.3

1
:0

.3
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水管橋
NTT S(3)

(As)

(Co)

1:0
.3

1:
0.

3

花壇

水
管
橋

水
管
橋

G1G2G3G4

G1 G2 G3 G4

ＣＬ

ＣＬ

(Co)
(Co)

注記

　1)本図面は、既存資料及び現地測定を基に作成した図面である。

　2)補修工事に当たり、寸法等は再度現地計測を行って確認する事。

チ
ッ
ピ

ン
グ

沓
座
高

チ
ッ
ピ
ン
グ

沓
座
高

チ
ッ
ピ
ン
グ

沓
座
高

チ
ッ
ピ
ン

グ
沓

座
高

　3)チッピング処理部及び既設沓座モルタルとの接続部にプライマーを塗布する事。

　4)計画沓座モルタルは、支承前面及び後面の施工スペースが確保できないため側面

　のみとしている。既設側面に沓座モルタルがある場合は、はつり作業に留意する事。

　既設前面に沓座モルタルがある場合は、摺付処理を行う事。

NTT S(3)

NTT S(3)

令和8年度　橋梁補修　工事

繰補メンテ第964-1号

1 1 　 葉 中 　 1 0
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工事番号

図面番号

路 線
名

河 川

施 行
箇 所

縮尺

青 森 県

図　示

西北県土整備事務所

仮設足場参考図

種里町柳田線（柳田橋）

西津軽郡深浦町大字柳田 地内

11
11

鰺ヶ沢道路河川事業所

柳田橋　仮設足場参考図

平 面 図
S=1:100

注記

　1)本図面は、地覆及び防護柵補修時の仮設足場参考図である。

側 面 図
S=1:100

A1 A2

A1 A2

ＣＬ

カーポート

ＪＲ五能線

有線柱

桜沢4

(Co)

(G)

(Co)

(As)

バス停上屋

柳田保育園

落蓋側溝300A

花壇

花壇

花壇

花壇
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花壇
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花壇
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石

(G)
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(As)
(As)

(Co)

(Co)

収集所水管橋 外径φ320

6.01

普通型側溝 300

T.1

H=7.245m

VUφ125

至　柳田
至　種里町

(Co)

築棒沢

DL=0.000

外側線

外側線
外側線

外側線

ＣＬ

ＣＬ

(As) (As)

(As)

(Co)

(Co)

　2)水路護岸及び水管橋が近接しているため、補修工事に当たり形状等は再度現地計測を行って確認する事。

ＣＬ道路

ＣＬ橋梁

道路 ＣＬ橋梁

(
設
置
高
平
均

)

　3)足場設置箇所は水路内である。流下量は少ないが、通水断面を確保する事。

　※参考：設計業務委託時通水高　5cm

断 面 図
S=1:50

DL=4.000

水管橋
NTT S(3)

G1 G2 G3 G4

1:
0.3 1:

0
.3

令和8年度　橋梁補修　工事

繰補メンテ第964-1号

1 1 　 葉 中 　 1 1
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10 桁　長　7480 10
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260 支間長　6960 260
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単管足場


